
 

 

 

 

 

補助事業番号  28 – 1 - 060   

補助事業 名  平成28年度 難病及び希少難病に関する研究機器（医療機器）の整備  

補助事業 

補助事業者名  公益財団法人がん研究会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 同時に多数のがん患者由来の微量生体試料（体液、新鮮がん組織、病理標本）か

らの核酸・タンパク質調整を行い、これらを用いて超高感度なプロファイリングを

行うことを目的とする。 

 

 

（２）実施内容 

 目的を達成するために次の機器が導入された。 

① 高速冷却遠心機          ベックマン社製 

 Avanti JXN-30 一式 

② 細胞分離機            ミルテニー社製 

 130-96-427 一式 

③ ４Ｄ－Ｎｕｃｌｅｏｆｅｃｔｏｒ  ロンザジャパン社製 

 ユニット ｺｱ、X、Y 一式 

④ デジタルＰＣＲ          ライフテクノロジーズ社製 

 Quant Studio 3D 一式 

⑤ マルチラベルリーダー       パーキンエルマー社製 

    2030 ARVO X3 一式 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 高速冷却遠心機           ②細胞分離機 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ４Ｄ－Ｎｕｃｌｅｏｆｅｃｔｏｒ   ④ デジタルＰＣＲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ マルチラベルリーダー 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

 本事業では最先端の超高感度核酸・タンパク質プロファイリングシステムを用い、多数の

臨床検体（体液、新鮮がん組織、病理標本など）について網羅的な分子生物学的分析を行う。

具体的には、細胞分離機や超遠心分離器などを使用して上記のように様々な臨床検体から高

効率に再現性よく核酸やタンパク質を抽出する。これらをデジタルＰＣＲや次世代シークエ

ンサーなどを利用したＤＮＡ、ＲＮＡの網羅的解析、および質量分析装置などを利用したタ

ンパク質の網羅的解析に供し、各種がん特異的に発現が見られる異常分子群を決定する。ま

た、がん研究会に保管されている病理組織学的情報や治療経過、予後情報などといった精密

な臨床情報との照合解析も行う。 

 以上の解析により、難治性がんの生物学的特性について理解が更に進み、がんにおける分

子機能異常を標的とした新規診断治療法の開発に大きく資することが期待出来る。 



 

 

 

３ 印刷物等 

   本事業に係る印刷物等 

   機関紙 ： がんけん（http://www.jfcr.or.jp/donation/private gramts.html） 

      平成29年5月発刊分（’17 No.2）掲載準備中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jfcr.or.jp/donation/private%20gramts.html


 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人がん研究会（ｺｳｴｷｻﾞｲﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝｶﾞﾝｹﾝｷｭｳｶｲ） 

住   所： 〒１３５-８５５０ 

         東京都江東区有明三丁目８番３１号 

代 表 者： 理事長 草刈 隆郎（ﾘｼﾞﾁｮｳ ｸｻｶﾘﾀｶｵ） 

担 当 部 署： 研究本部 研究管理課（ｹﾝｷｭｳﾎﾝﾌﾞ ｹﾝｷｭｳｶﾝﾘｶ） 

担 当 者 名： 研究管理課課長 佐藤 俊之（ｹﾝｷｭｳｶﾝﾘｶｶﾁｮｳ ｻﾄｳﾄｼﾕｷ）  

電 話 番 号： ０３－３５７０－０４３５ 

F A X： ０３－３５７０－０４３６ 

E - m a i l： toshiyuki.sato@jfcr.or.jp 

U R L： http://www.jfcr.or.jp/ 


